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様式７別紙  

 

論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

 

 

論文題目： 日本とラテンアメリカの国民形成に関する移民史研究 

―ブラジルとアルゼンチンにおける日本移民を中心に(1884-1951)― 

 

 学位申請者 Garasino Facundo Julian 

 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学准教授 安岡健一  

  副査 大阪大学教授 北原恵  

  副査 大阪大学教授 宇野田尚哉  

 

【論文内容の要旨】 

 本論文は、19世紀後半から 20世紀半ばに至る、日本からラテンアメリカ（とくにブラジルとアルゼンチン）へ

の移民の歴史に関する研究である。著者はとくに、日本とラテンアメリカ双方における「国民」の形成過程とい

う文脈に、移民送出と受入に関わる言説や政策、移民自身による社会的諸活動を位置づけることを試みた。 

 第一章では 19世紀後半に試みられた、榎本武揚が会長を務めた殖民協会の活動を中心に、同時代の福沢諭吉や

浮田和民の言説をたどり、この時代における「文明化」という論理と、移民の送出とがどのように結びつけられ

たかを検討した。移民事業の実績としては、計画の不備から無残な失敗に終わったとされる殖民協会の活動であ

るが、文明化論から「平和的膨張論」につながる変遷の過程で、移民による現地社会への貢献というこれまでに

なかった論理が見出される点で画期的であった。この論理はアルゼンチンやブラジル側のナショナリズムが内包

する開発主義と共振する点があった。 

 第二章では、日本力行会の指導者である永田稠の活動に着目し、永田の経歴とあわせて、日本力行会によるア

リアンサ入植地建設の過程をたどった。永田のキリスト教的な移民理念に国体論が埋め込まれてゆく過程を浮き

彫りにしただけでなく、同時代の需要側であるブラジルにおいて日本人移民を受け入れるかどうかをめぐる論争

の中で論点となった「混血国民論」との対比において、永田の移民論の位置づけを明らかにした。永田の移民思

想があくまでも「日本人」の移動と定着にこだわったもので、それが現地における日本人受入をめぐる論争とど

のように一致し、あるいは乖離していたのかを論じた。 

 第三章では、政治家・実業家である上塚司が深く関与した 1930 年代のアマゾン開発事業についてとりあげた。

アマゾンは当時、さまざまな国の資本が参入しコンセッション事業による開発が試みられていたが、上塚らのア

マゾニア産業研究所を通じたジュート開発もその一例である。当時の運輸関係商品として成功したジュート開発

であったが、日中戦争の展開により日本資本との提携はブラジル社会のなかで批判的に見られるようになった。

ブラジルでの新体制の構築とともに日本人移民の諸活動が抑圧されるなか、アマゾン開発事業については協働が

進んでゆくという過程を明らかにした。 

 第四章では、アルゼンチンの日本人移民社会において活躍した、榛葉贇雄の活動を明らかにした。榛葉はアル



ゼンチンにおける移民知識人として日本を代表する立場でさまざまな言説活動を行った。そこには日本を例外視

する日本主義的側面も見られるものの、閉じた移民共同体を形成しようとしたのではなく、アルゼンチン青年へ

の呼びかけを含む榛葉の議論はホスト社会と移民が共に変化してゆく動態的な社会を構想していた。 

 補章では、ラテンアメリカとヨーロッパで活躍したエンリケ・ゴメス・カリージョが日本について執筆した書

籍について分析し、日本に関する知識のラテンアメリカにおける生産と流通について論じた。 

 

【論文審査の結果の要旨】 

 本論文の達成は、近年、国際的に研究がすすんでいる日本からの人の移動を、英語圏における議論を咀嚼しつ

つ研究し、送出地域・受入地域双方における「国民」形成過程の同時代性を明らかにした点である。本研究は日

本語・英語文献はもとより、スペイン語・ポルトガル語の各種資料を用いて遂行された点も高く評価される。 

とくに全体の構成を通じて永田稠・上塚司・榛葉贇雄といった個人に着目し、多角的に検討したことで、それ

ぞれの活動の特徴を浮き彫りにし、相対化に成功した点が注目される。永田稠というすでに先行研究が多くある

人物に対しても、現地側の議論や同時代の他の事例を取りあげることで新たな見方を可能にした点、上塚の事例

では、日本側指導者の意識が国粋的・膨張主義的で、また現地の対日政策が厳しくなる状況にあっても、大規模

開発というある種の「公共性」が移民事業にある場合、積極的な受容がみられる点を解明した点は貴重である。

本論文はラテンアメリカ諸国が独立後に目指した「白人国化」路線と、日本の目指した「文明国化」が、移民と

いう存在によっていかに媒介され、あるいはすれ違ったのかを捉えた労作である。 

より検討を要する点として、現地側の政治的な党派性も含めた日本移民をめぐる対立や協調についての分析や、

また、個々の知識人、たとえばミゲル・ランス・ラモスやアルゼンチン社会研究所に集ったメンバーたちがいか

なる情報・知識に基づいて日本認識を創り上げていたのかについての解明が待たれるところである。この他、移

民の集団におけるジェンダーの観点からする分析なども課題である。しかし、これらの点は今後のさらなる研究

で克服可能なものである。19世紀後半から 20世紀半ばという長い期間に目配りし、移民事業を複数の個別事例に

即して双方の国・地域の資料を活用しながら検討した点は日本研究に貢献する一つの達成である。よって、本論

文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


